
単位：千円

事 業 名 補正予算額

(現計予算額)

説 明

【環境政策課】

管理運営費
(琵琶湖博物館）

19,479
(317,890)

繰 19,479

１ 管理運営費 19,479
温室効果ガス排出量削減のため、展示用照明のＬＥＤ電球への交

換や劣化した空調用熱交換器の交換を行う。

317,890 → 337,369

環境政策推進費 52,674

(153,774)

繰 52,674

１ 地域グリーンニューディール基金事業市町補助 52,674

地域グリーンニューディール基金を活用して市町が実施する地

球温暖化対策や廃棄物処理事業に対して支援する。

115,790 → 168,464

事業計画の変更や実施要望の追加があったことによる増

【温暖化対策課】

新エネルギー導入戦
略推進費

76,000
(30,000)

繰 76,000

１ 個人住宅用太陽光発電導入・省エネグリーン化推進事業
76,000

家庭部門での温室効果ガス排出量削減のため、太陽光発電システ
ム導入および省エネ断熱工事を複合的に行う個人に対して支援す
る。

30,000 → 106,000

補助予定件数の増

地球温暖化対策推進
費

10,000
(123,024)

繰 10,000

１ 省エネ設備整備事業 10,000
県内中小事業者が温室効果ガス排出量削減のために行う設備改修

に必要な経費の一部を支援する。

16,000 → 26,000

補助予定件数の増



単位：千円

事 業 名 補正予算額

(現計予算額)

説 明

【琵琶湖政策課】

ヨシ群落保全事業費 10,100

(25,254)

寄 10,100

１ ヨシ群落保全管理事業 10,100

企業からの寄附金を活用し、ヨシ帯の健全な保全・育成のため

琵琶湖沿岸においてヨシを植栽し、ヨシ帯の再生を図るとともに、

刈取り・清掃を実施する。

5,000 → 15,100

【下水道課】

流域下水道建設事業

費

△1,017,949

(7,081,484)

国 △610,082

分 △189,891

繰 △ 21

諸 △ 755

起 △217,200

１ 流域下水道建設事業 △1,017,949

生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、流域下水道

建設事業を推進する。

7,081,484 → 6,063,535

国の内示減、事業の進捗に伴う事業費の調整等による減

所要額 A 既決額 B 補正額 A-B

処理場 3,631,418 4,457,168 △ 825,750

管 渠 2,265,790 2,400,549 △ 134,759

ﾎﾟﾝﾌﾟ場 166,327 223,767 △ 57,440

計 6,063,535 7,081,484 △1,017,949



単位：千円

事 業 名 補正予算額
(現計予算額)

説 明

【森林政策課・
森林保全課】

琵琶湖森林づくり事
業費

△ 60,000
(1,483,319)

国 △ 30,000

繰 △ 30,000

１ 陽光差し込む健康な森林づくり事業 △ 60,000

針広混交林へ移行する環境林の整備を支援するとともに、間伐を

促進するためのマップの作成や調査を行う。

400,993 → 340,993

国の内示に伴う減額

造林公社運営費 17,850
(2,301,815)

○一 17,850

１ 造林公社運営費 17,850
造林公社の運営に必要な管理経費等を支出する。
2,301,815 → 2,319,665

特定調停の成立に伴う弁護士報酬の増

林野関係公共事業 △ 263,083

(2,154,517)

国 △ 155,057

分 △ 2,101

起 △ 110,000

○一 4,075

１ 補助造林事業費 △ 156,300

森林資源の造成および温暖化対策としての森林の整備を行う。

720,300 → 564,000

国の内示に伴う減額

２ 補助林道事業費 △ 49,669

森林整備の基幹となる林道の整備を行う。

204,403 → 154,734

国の内示に伴う減額

３ 補助治山事業費 △ 64,664

治山施設の設置や機能の低下した保安林の整備を行う。

1,212,514 → 1,147,850

国の内示に伴う減額

４ 単独治山事業費 7,550

国庫補助の対象とならない治山事業を行う。

15,200 → 22,750

豪雨災害への対応による増


